
 

12 月、ゲノム編集技術により、世界で初めて中国で双子が誕生し、倫理観に問われる大き
な問題が起こりました。それ以降も厚労省がゲノム編集技術で遺伝子を操作した食品につい
て、外部からの遺伝子が組み込まれないものについては安全性の審査が必要ないと結論付け
た・・・など、ゲノム編集に関して、多くの報道が出ています。 
このゲノム編集、いったいどういうものなのでしょうか。私たちの知らないうちに食卓に

のぼることも予想されます。今回講師にお迎えする河田昌東さんは、かつて名古屋大学で遺
伝子組み換え技術の研究に取り組んでおられ、当初から危険性を問い続けていました。研究
者という専門的な知識も交えながら、身近に予測される危惧すべきことを共に学ぶ機会とし
たいと思います。 
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